
　

東
京
都
・
私
立
富
士
見
丘
中
学
校
高
校
は
、
教
育
理

念
に
「『
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
』
を
育
て
る
」

を
掲
げ
る
、
中
高
一
貫
の
女
子
校
だ
。
46
年
前
の
春
季

休
業
中
に
イ
ギ
リ
ス
短
期
留
学
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
そ

の
後
も
海
外
留
学
制
度
の
拡
充
、
海
外
修
学
旅
行
の
実

施
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
教
師
の
採
用
・
増
員
な
ど
、
英
語
教

育
や
国
際
理
解
教
育
に
力
を
入
れ
て
き
た
。
吉
田
晋す

す
む

校

長
は
そ
の
思
い
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
留
学
先
や
研
修
先
で
の
活
動
は
、ホ
ー
ム
ス
テ
イ

や
学
校
交
流
を
中
心
と
し
て
い
ま
す
。
日
本
と
異
な

る
環
境
に
身
を
置
き
、
現
地
の
人
と
交
流
し
て
、
英

語
は
心
と
心
を
つ
な
ぐ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー

教育理念に「『グローバル・コン
ピテンシー』を育てる」を掲げ、
英語 4技能の育成、探究学習、
国際交流等を推進。海外大学進
学にも力を入れる。2015 年度
から、文部科学省「スーパーグ
ローバルハイスクール」指定校。

設立 １９40（昭和15）年

形態 全日制／普通科／女子

生徒数 中学校１学年約 40人、高校１学年約100人

２０１８年度入試合格実績（現役のみ）　国公立大は、東京外国語大、
富山大などに3人が合格。私立大は、慶應義塾大、上智大、津田塾大、
早稲田大などに延べ216人が合格。海外大には、ロンドン大学キン
グスカレッジ（イギリス）、トロント大（カナダ）クイーンズランド
大（オーストラリア）などに延べ13人が合格。

住所 〒151-0073　東京都渋谷区笹塚3ー19ー9

電話 03ー3376ー1481

Web site  http://www.fujimigaoka.ac.jp/

No.251

P R O F I L E

Ｓ
Ｇ
Ｈ
指
定
を
機
に
、

英
語
教
育
と
探
究
学
習
の
深
化
を
図
る

日
本
人
教
師
と
ネ
イ
テ
ィ
ブ
教
師

の
連
携
で
英
語
力
を
鍛
え
、

探
究
学
習
で
国
際
性
を
高
め
る

東
京
都
・
私
立
富ふ

じ

み

が

お

か

士
見
丘
中
学
校
高
校

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成

変革のステップ

• グローバル社会で求められる英語４技能の育成に
向け、４０年以上続けてきた英語教育を拡充する

•文部科学省のＳＧＨ（＊１）の指定を受け、それまで
行ってきた国際理解教育での探究学習を発展させる

背景と課題

実践内容

• 英語の資格・検定試験のスコアが伸び、中学３年次
で全国の高校３年次のスコアの平均値以上に

•ＳＧＨ甲子園（＊２）や全国高校教育模擬国連大会
（＊３）の出場など、発表の場を求めて生徒が積極
的に外に出るように

•スピーキング、ライティングの指導を強化　ネイティ
ブ講師と１対１のオンライン英会話の練習を週１回、
30 分間実施。週末課題に英語の日記やエッセイを
課し、ネイティブ教師と日本人教師の両者で添削

•海外フィールドワークを取り入れた探究学習　「災
害」「経済」「環境」をテーマに、持続可能な地球社
会の実現に向けた課題を設定して探究。海外フィー
ルドワークでは、英語での討論・発表なども実施

成果と展望

＊１　文部科学省のスーパーグローバルハイスクール。　＊２　全国の SGH指定校・SGHアソシエイト校が集まって行われる課題研究発表会。2018 年は３月２４日に関西
学院大学にて開催された。　＊３　 実際の国連における会議と同様に、参加者が各国の大使の役を務め、議論、交渉を行い、決議を採択する大会。2018 年は８月６、７日
に東京で開催された。
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「Online Speaking振り返りシート」　図１

振り返りシートには、自己評価や講師からの評価、
初めて学んだ表現だけでなく、言いたかったのに言
えなかった表現を書き込む。そして、その表現を調
べて英語で書いてから、担当教師に提出。教師は
英文をチェックし、必要に応じて添削して返却する。

ル
で
あ
る
こ
と
を
学
べ
る
よ
う
努
め
て
き
ま
し
た
」

　

国
際
理
解
教
育
で
は
、
社
会
的
な
環
境
保
護
へ
の
関

心
の
高
ま
り
と
と
も
に
、
地
球
と
人
類
の
共
生
や
環

境
問
題
に
つ
い
て
の
探
究
学
習
も
取
り
入
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
２
０
０
０
年
度
の
校
舎
改
築
時
に
は
、
発
電

量
が
分
か
る
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、
ま
た
、

校
内
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
は
学
校
で
出
た
古
紙
の

再
生
紙
と
す
る
な
ど
、
生
徒
が
環
境
問
題
を
身
近
に
考

え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
き
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
15
年
度
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
指
定
を
受
け
た
。

　「
本
校
が
英
語
教
育
や
国
際
理
解
教
育
で
育
成
し

て
き
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
社
会
問
題

に
対
す
る
関
心
・
教
養
な
ど
は
、
次
期
学
習
指
導
要

領
に
お
い
て
育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
資
質
・
能
力

で
す
。
Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
指
定
は
、
本
校
の
教
育
活
動
を
さ

ら
に
発
展
さ
せ
、
生
徒
の
資
質
・
能
力
を
一
層
高
め

る
チ
ャ
ン
ス
に
な
る
と
考
え
ま
し
た
」（
吉
田
校
長
）

　

英
語
教
育
で
ま
ず
強
化
し
た
の
は
、ス
ピ
ー
キ
ン
グ

と
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
指
導
だ
。生
徒
の
英
語
４
技
能
を

客
観
的
に
把
握
し
よ
う
と
受
検
し
た「
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
」
で
、

そ
の
２
技
能
の
ス
コ
ア
に
課
題
が
見
ら
れ
た
か
ら
だ
。

ネ
イ
テ
ィ
ブ
教
師
の
授
業
は
週
２
回
あ
り
、日
本
人
教

師
の
授
業
も
英
語
の
活
動
を
中
心
に
進
め
て
い
る
が
、

発
言
す
る
の
は
英
語
が
得
意
な
生
徒
が
多
く
、す
べ
て

の
生
徒
が
英
語
を
使
う
場
面
を
つ
く
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
17
年
度
、中
学
２
年
次
〜
高
校
１
年
次
で
、

「O
nline Speaking T

raining

」（
以
下
、
Ｏ
Ｓ
Ｔ
。

＊
４
）
を
週
１
回
導
入
し
た
。
す
る
と
、
前
期
の
終
わ

り
頃
に
は
、
以
前
は
発
言
が
少
な
か
っ
た
生
徒
が
、
普

段
の
英
語
の
授
業
で
も
よ
く
発
言
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
Ｏ
Ｓ
Ｔ
で
は
、ヘ
ッ
ド
セ
ッ
ト
を
つ
け
て
ネ
イ
テ
ィ

ブ
講
師
と
対
話
を
す
る
た
め
、
ほ
か
の
生
徒
に
自
分
の

英
語
を
聞
か
れ
る
心
配
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
英
語
が

苦
手
な
生
徒
も
積
極
的
に
話
し
、
学
習
を
積
み
上
げ
て

自
信
を
つ
け
ら
れ
る
の
だ
。
英
語
科
主
任
の
町
田
寛ひ

ろ

未み

先
生
は
、
Ｏ
Ｓ
Ｔ
の
効
果
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
生
徒
は
最
初
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
講
師
の
発
言
を
理

解
で
き
ず
に
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
聞
き
取
れ
る

よ
う
に
な
る
と
、
英
語
で
答
え
ら
れ
、
聞
き
取
っ
た

表
現
も
身
に
つ
き
、
ど
ん
ど
ん
話
せ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。
リ
ス
ニ
ン
グ
は
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
に

と
っ
て
も
重
要
だ
と
、生
徒
は
実
感
し
て
い
ま
し
た
」

　

18
年
度
は
振
り
返
り
シ
ー
ト
を
開
発
し
た
。
そ
れ

は
、
授
業
終
了
後
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
講
師
に
英
語
で
言
え

な
か
っ
た
こ
と
を
日
本
語
で
書
い
て
お
き
、
翌
週
の
授

業
ま
で
に
自
分
で
調
べ
た
り
、
教
師
に
質
問
し
た
り
し

て
、
英
語
で
表
現
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
取
り
組

み
で
、
自
己
評
価
と
他
者
評
価
の
差
を
把
握
さ
せ
、
メ

タ
認
知
を
図
る
の
が
ね
ら
い
だ
（
図
１
）。
英
会
話
科
主

任
のK

ristofer K
ent

先
生
は
、
こ
う
説
明
す
る
。

　「
英
語
で
話
す
場
さ
え
あ
れ
ば
、
ス
ピ
ー
キ
ン
グ

力
が
高
ま
る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
言
え

な
か
っ
た
こ
と
を
放
置
せ
ず
、
き
ち
ん
と
復
習
す
る

こ
と
が
、英
語
の
表
現
力
を
豊
か
に
し
て
い
き
ま
す
」

　

週
１
回
30
分
間
で
も
、
予
習
や
復
習
の
効
果
が
大
き

い
と
、
町
田
先
生
は
実
感
し
て
い
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
の
学
習
効
果
が

振
り
返
り
シ
ー
ト
で
さ
ら
に
高
ま
る

東
京
都
・
私
立
富
士
見
丘
中
学
校
高
校

町
田
寛
未
　
ま
ち
だ
・
ひ
ろ
み

教
職
歴
21
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
21
年
目
。
英
語

科
主
任
。「
生
徒
が
自
分
の
長
所
を
伸
ば
し
、
自
己

実
現
す
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
に
全
力
を
注
ぐ
」

東
京
都
・
私
立
富
士
見
丘
中
学
校
高
校
教
頭

白
鶯
訓
彦
　
は
く
お
う
・
く
に
ひ
こ

教
職
歴
33
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
33
年
目
。「
知

徳
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
生
徒
を
育
む
」

学
校
法
人
富
士
見
丘
学
園
理
事
長

東
京
都
・
私
立
富
士
見
丘
中
学
校
高
校
校
長

吉
田
　

晋
　
よ
し
だ
・
す
す
む

教
職
歴
40
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
40
年
目
。
日
本

私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
会
長
。

東
京
都
・
私
立
富
士
見
丘
中
学
校
高
校

Kristofer Kent

　
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ケ
ン
ト

教
職
歴
23
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
11
年
目
。
英
会

話
科
主
任
。「Language, learning, and life 

go hand in hand for us all.

」

＊４　ベネッセが提供するサービスの１つで、インターネットのテレビ電話を使って、ネイティブスピーカーと１対１での英会話練習ができるサービス。
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　「
Ｏ
Ｓ
Ｔ
の
レ
ッ
ス
ン
の
最
後
に
あ
る
講
師
と
の

フ
リ
ー
ト
ー
ク
を
、
生
徒
は
毎
回
と
て
も
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
自
分
の
伝
え
た
い
こ
と
を
考
え
、
音

読
の
練
習
を
す
る
と
い
っ
た
自
主
学
習
が
高
い
英
語

力
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」

　

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
指
導
で
は
、
中
学
１
年
次
〜
高
校

２
年
次
に
、
週
末
課
題
と
し
て
エ
ッ
セ
イ
ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
を
導
入
し
た
。
年
度
当
初
に
ネ
イ
テ
ィ
ブ
教
師
が

英
作
文
の
書
き
方
を
指
導
。
中
学
１
・
２
年
次
は
日
記
、

中
学
３
年
次
か
ら
は
与
え
ら
れ
た
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て

書
き
、
い
ず
れ
も
ネ
イ
テ
ィ
ブ
教
師
が
添
削
し
、
日
本

人
教
師
が
補
足
説
明
な
ど
を
加
え
て
返
却
す
る（
図
２
）。

　

連
続
性
あ
る
指
導
が
で
き
る
よ
う
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
教

師
が
ど
の
生
徒
の
エ
ッ
セ
イ
を
添
削
す
る
の
か
は
固
定

で
決
め
、
同
じ
よ
う
な
間
違
い
を
繰
り
返
し
て
い
る
生

徒
は
、
日
本
人
教
師
が
個
別
に
指
導
す
る
よ
う
に
し
て

い
る
。
ま
た
、
添
削
の
内
容
は
、
生
徒
の
英
語
力
に
応

じ
て
変
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
中
学
生
の
低
学
年
で
は
、

文
法
事
項
を
細
か
く
指
摘
せ
ず
、
自
己
表
現
に
意
識
を

向
け
さ
せ
る
。
一
方
、
高
学
年
や
英
語
力
が
高
い
コ
ー

ス
の
生
徒
に
は
、
正
確
さ
に
加
え
、
適
切
な
表
現
か
ど

う
か
も
指
摘
す
る
。K

ent

先
生
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
添
削
の
観
点
は
、
論
理
的
で
あ
る
か
ど
う
か
で

す
。
自
分
の
立
場
を
明
確
に
し
、
考
え
が
伝
わ
る
文

で
あ
れ
ば
、
論
拠
が
つ
た
な
く
て
も
、
き
れ
い
な
英

文
で
な
く
て
も
よ
い
と
、
生
徒
に
伝
え
て
い
ま
す
」

　

そ
う
い
っ
た
方
針
は
、
町
田
先
生
とK

ent

先
生
が

相
談
し
て
決
め
て
い
る
。
同
校
の
英
語
科
担
当
は
、
日

本
人
教
師
８
人
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
教
師
６
人
。
職
員
室
は

同
じ
で
、
教
科
会
以
外
に
も
頻
繁
に
打
ち
合
わ
せ
を
行

う
。K

ent

先
生
は
両
者
の
連
携
が
大
切
だ
と
語
る
。

　「
外
国
人
と
対
話
す
る
た
め
に
、
英
語

を
ツ
ー
ル
と
し
て
使
え
る
力
を
身
に
つ

け
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
と

て
も
重
要
で
す
。
そ
の
力
を
育
む
た
め

に
、
日
本
人
の
先
生
と
私
た
ち
の
指
導

が
連
動
し
て
い
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
添
削
な
ど
は
大
変
で

す
が
、
英
語
が
ど
ん
ど
ん
上
手
に
な
っ

て
い
く
生
徒
の
姿
を
目
の
あ
た
り
に
す

る
と
、
指
導
に
も
一
層
力
が
入
り
ま
す
」

　

指
導
改
善
の
一
方
、基
礎
・
基
本
の
定

着
を
図
る
従
来
の
指
導
も
重
視
す
る
。

　「
そ
の
他
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
力
を
高
め
る
た
め
の

Extensive Reading

（
辞
書
を
使
わ
な
い
洋
書
多

読
の
授
業
）
も
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
従

来
か
ら
継
続
し
て
い
る
週
3
回
の
単
語
テ
ス
ト
で
基

礎
力
強
化
を
図
る
な
ど
、
日
常
的
な
努
力
に
よ
る
基

礎
学
力
の
積
み
重
ね
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
」（
町

田
先
生
）

　

学
ん
だ
英
語
力
を
実
践
的
に
使
う
場
と
な
り
、
こ
れ

か
ら
の
社
会
で
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
を
育
む
場
の

中
心
と
な
る
の
が
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
に
お
け
る
探
究
学
習
だ
。

　

高
校
１
年
次
の
必
修
科
目
「
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

基
礎
」
で
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
（
持
続
可
能
性
）
に

か
か
わ
る
社
会
の
課
題
を
理
解
し
、
探
究
学
習
に
必
要

な
ス
キ
ル
を
習
得
す
る
。
そ
の
上
で
、
高
校
２
年
次
の

選
択
科
目
「
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
演
習
」
で
は
、「
サ

ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
か
ら
創
造
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
社

会
」
を
テ
ー
マ
に
、
海
外
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
中
心

と
し
た
探
究
学
習
を
進
め
る
（
図
３
）。
い
ず
れ
も
探
究

の
視
点
は
、「
災
害
と
地
域
社
会
」「
開
発
経
済
と
人
間
」

「
環
境
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」
の
３
つ
だ
。
白は

く
お
う鶯
訓く

に
ひ
こ彦

教
頭
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
本
校
が
以
前
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
テ
ー
マ『
地

球
と
人
類
の
共
生
』
を
発
展
さ
せ
て
、
３
つ
の
視
点

を
設
定
し
ま
し
た
。課
題
意
識
を
持
ち
、世
界
の
人
々

と
手
を
携
え
て
問
題
解
決
に
努
力
を
惜
し
ま
な
い
女

性
を
育
て
る
こ
と
が
目
標
で
す
」

持
続
可
能
な
社
会
と
は
何
か
？

世
界
に
触
れ
る
機
会
を
交
え
て
考
え
る

日
本
人
教
師
と
ネ
イ
テ
ィ
ブ
教
師
が

連
携
し
、
徹
底
的
に
鍛
え
る

「週末課題エッセイライティング」　図２

ネイティブ教師の添削内容を理解するのが難しい生徒
には、日本人教師が説明を加える。
＊学校資料をそのまま掲載
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SGHのプログラムの概要図３
　

探
究
学
習
の
特
徴
の
１
つ
は
、
全
教
師
が
一
体
と

な
っ
て
進
め
て
い
る
こ
と
だ
。
例
え
ば
、「
サ
ス
テ
イ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
基
礎
」
で
は
、
教
科
横
断
で
教
師
が
チ
ー

ム
を
つ
く
り
担
当
す
る
。
各
自
が
持
つ
関
心
や
知
識
を

基
に
生
徒
に
問
い
か
け
、
生
徒
が
そ
れ
に
つ
い
て
考
え
、

発
言
・
提
案
し
て
い
く
。

　「
専
門
分
野
の
指
導
で
な
い
か
ら
こ
そ
、
教
師
は

生
徒
と
一
緒
に
考
え
ら
れ
、
専
門
が
違
う
教
師
同
士

が
チ
ー
ム
を
組
む
こ
と
で
、
生
徒
に
多
様
な
視
点
を

投
げ
か
け
る
こ
と
が
で
き
、
生
徒
の
考
え
が
深
ま
っ

て
い
き
ま
す
」（
吉
田
校
長
）

　

大
学
と
連
携
し
た
活
動
で
、
生
徒
が
世
界
に
直
接
触

学
生
で
あ
っ
た
た
め
、
厳
し
い
意
見
が
出
さ
れ
る
と

い
っ
た
苦
い
経
験
も
あ
り
ま
し
た
。
生
徒
に
と
っ
て
、

海
外
に
は
多
様
な
立
場
の
人
が
い
る
こ
と
を
実
感
す

る
、
ま
た
と
な
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
」（
白
鶯
教
頭
）

　

Ｓ
Ｇ
Ｈ
を
契
機
に
し
た
指
導
改
善
に
よ
り
、
生
徒

の
英
語
力
は
一
層
伸
び
て
い
る
。「
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
」
で

は
、
中
学
３
年
次
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
ス
コ
ア
の
平
均

値
が
、
全
国
の
高
校
３
年
次
の
ス
コ
ア
の
平
均
値
以
上

だ
っ
た
。
ま
た
、「
Ｓ
Ｇ
Ｈ
甲
子
園
」
や
「
全
国
高
校

教
育
模
擬
国
連
大
会
」、
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
に
生
徒
た

ち
が
出
場
す
る
な
ど
、
学
外
で
の
活
躍
も
目
覚
ま
し
い
。

　

今
後
の
課
題
は
、
そ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
学
校
の
教

育
活
動
の
柱
と
し
て
定
着
さ
せ
る
こ
と
だ
。

　「
Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
指
定
期
間
終
了
後
も
持
続
可
能
な
教

育
活
動
と
し
て
定
着
さ
せ
る
た
め
に
、
負
荷
が
増
え

す
ぎ
な
い
よ
う
、
ほ
か
の
教
育
活
動
と
の
調
整
も
検

討
し
て
い
き
ま
す
」（
白
鶯
教
頭
）

　

同
校
は
海
外
大
学
へ
の
推
薦
入
学
制
度
を
有
す
る
な

ど
、多
様
な
進
路
を
支
援
し
て
お
り
、18
年
度
は
延
べ
13

人
が
海
外
大
学
に
合
格
し
た
。吉
田
校
長
は
、グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
育
成
へ
の
思
い
を
こ
う
語
る
。

　「
生
徒
に
は
多
様
な
可
能
性
が
あ
り
、
そ
れ
を
よ

り
広
い
世
界
で
発
揮
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
、
使
え
る
英
語
力
と
深
い
教
養
、

思
考
力
、
そ
し
て
世
界
に
目
を
向
け
、
社
会
の
課
題

に
真
摯
に
向
き
合
う
姿
勢
を
育
ん
で
い
き
ま
す
」

れ
る
機
会
を
数
多
く
設
け
て
い
る
こ
と
も
特
徴
の
１
つ

だ
。「
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
基
礎
」で
は
、多
く
の
海
外

留
学
生
が
所
属
す
る
大
学
院
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
ほ
か
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
っ
て
海
外
に
住
む
大
学
生
と

も
意
見
交
換
を
す
る
。そ
し
て
、３
つ
の
テ
ー
マ
で
探
究

学
習
を
行
う「
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
演
習
」で
は
、
台

湾
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、マ
レ
ー
シ
ア
の
３
か
所
で
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
。
英
語
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
、
最
後
に
英
語
で
論
文
に
ま
と
め
る
。

　「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
お
い

て
、
韓
国
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
経
済
の
比
較
研
究
を

発
表
し
た
と
こ
ろ
、
聴
衆
の
多
く
が
韓
国
か
ら
の
留

東京都・私立富士見丘中学校高校

サステイナビリティの視点を有し、課題解決に向け、海外の人々
と協働的な活動を行う上でリーダーシップが発揮できる人材を
育成する

「災害と地域社会」　
主に地震災害や防災
について考える。日
本と同じく地震が多
い台湾でフィールド
ワークを行い、現地
の高校生と意見交
換、プレゼンテーショ
ンを行う。

「開発経済と人間」　
現地の大学と連携し、シ
ンガポールの観光政策、
資源政策、経済発展など
について、日本との比較
研究を行う。現地での取
材内容も踏まえて、発表
資料を作り、現地でプレ
ゼンテーションを行う。

「環境とライフスタイル」　
持続可能な低炭素社会、環
境問題の解決策を考える。
マレーシア・イスカンダル開
発地域でのフィールドワー
クで、温室効果ガス削減に
おけるマレーシアの環境施
策と課題を調べ、現地の高
校と交流授業などを行う。

自身の関心に応じて３つのテーマに分かれ、その中で４～５人のグループとな
り、大学との連携により探究を深める。海外フィールドワークでは、現地で英
語によるプレゼンテーションも実施。最後は各自、英語で論文を執筆する。

•教師のチーム・ティーチングによる教科横断型授業
　教師の関心を基に問いを設定。例えば、「日本人の災害観」「貧困の様々な見
方」などについて、データや体験談、意見交換を通じて考えを深める。

•慶應義塾大学との共同グローバルワークショップ（年８回）
　大学院生・海外留学生とともに、グローバル規模の課題を自分たちで探し、
解決に向けたディスカッションやリサーチなどを行う。海外に住む学生とＩ
ＣＴを使って話し合う場もある。

•岩手県釜石市フィールドワーク（１泊２日）
　３つの視点ごとにグループになり、それぞれの視点で被災地の復興事業を学ぶ。
•レポート作成、研究発表
　それぞれの活動を通して、生徒個々が考えたサステイナビリティをまとめ、
提言する。

＊学校資料を基に編集部で作成

視点 「災害と地域社会」「開発経済と人間」「環境とライフスタイル」

目的

高校２年次「サステイナビリティ演習」（選択科目）

高校１年次「サステイナビリティ基礎」
（必修科目：「総合的な学習の時間」）

多
様
な
可
能
性
を
世
界
で
発
揮
す
る

生
徒
を
育
て
て
い
き
た
い
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